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2018年＠倉敷市真備 2019年・2021年＠武雄市北⽅町・朝⽇町
中⼼市街地が⼤規模に被災し、集団移転を減災復興の選択肢にできない事例



背景（社会的・学術的）と⽬的

• ⽔害の巨⼤化・頻発化に伴い、⽔害リスクの管理は多様な主
体・対策による流域治⽔に転換されている。居住地の移転促
進や住まい⽅の⼯夫などの重要性が⾼まっている。復興期に
どのように進むか？

• 報告書（2023年1⽉）で明らかにできたこと
• 住宅減災復興と⽔害リスク情報および主観リスク（リス

クに対する情緒的反応、感情、意⾒を含めたリスク認
知）の関係（報告書 2 章）

• 住宅減災対策の空間的特徴と要因（報告書3 章）

• 研究の最終的な⽬標：⽔害リスク情報がどのように住宅再建
に影響を及ぼすかを明らかにし、⽔害リスクを考慮した住宅
減災復興を促進するリスクコミュニケーションモデルを構築
する
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耐⽔化にかかるデータ取得の⽅法
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質問紙調査＆現地住宅耐⽔化⽬視調査＠主に倉敷市、続いて武雄市



分析的枠組み
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• リスクコミュニケーションの概
念を理論的枠組みとして用いて
調査設計

• リスクコミュニケーション過程

ステップ1：情報提示

ステップ2: 意見の形成

ステップ3:リスク低減行動

近藤・⾺場・藤井（2023）



⽔害リスク情報の提⽰と受け⼿との関係（ステップ1）
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近藤・⾺場・藤井（2023）



回答者の属性（N=813）＠真備
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⾺場・近藤・藤井（2022）



リスク情報（ステップ1）と主観リスク（ステップ2）
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近藤・⾺場・藤井（2023）
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治⽔対策効果×（世帯主年齢, 浸⽔位）

近藤・⾺場・藤井（2023）
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近藤・⾺場・藤井（2023）

定住不安感×（世帯主年齢, 浸⽔位）
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主観リスク間の関係

近藤・⾺場・藤井（2023）



（ステップ3）リスク低減⾏動×（浸⽔位、定住意思）
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近藤・⾺場・藤井（2023）



主観リスクとリスク低減⾏動の関係
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近藤・⾺場・藤井（2023）



13

主観リスクとリスク低減⾏動の関係（続）

近藤・⾺場・藤井（2023）



リスク低減行動をとらなかったパターンⅢ、Ⅳ
の「耐水化を行わなかった理由」
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耐⽔化⼯事を⾏わなかった理由
主観リスク⾼い×
耐⽔化していない
（パターンⅢ）

主観リスク低い×
耐⽔化していない
（パターンⅣ）

実数(N) 52 60

割合(%) 17.2% 19.7%

実数(N) 84 82

割合(%) 27.8% 26.9%

実数(N) 69 71

割合(%) 22.8% 23.3%

実数(N) 9 9

割合(%) 3.0% 3.0%

実数(N) 85 92

割合(%) 28.1% 30.2%

実数(N) 44 59

割合(%) 14.6% 19.3%

実数(N) 45 30

割合(%) 14.9% 9.8%

実数(N) 27 29

割合(%) 8.9% 9.5%

実数(N) 75 136

割合(%) 24.8% 44.6%

実数(N) 107 65

割合(%) 35.4% 21.3%

実数(N) 34 34

割合(%) 11.3% 11.1%

実数(N) 69 64

割合(%) 22.8% 21.0%

261 267

4.しようと思っていたができなくなった

3.⼯事の代わりに⽔害保険を⼿厚くした

2.リフォーム⼯事に費⽤がかかったから

1.上⼿く避難できればよいと思った

8.他にも考えないといけないことが多かった

7.再び浸⽔したら転居する予定だから

6.新築しないと耐⽔化⼯事をできないから

5.早期での再建を優先したから

12.耐⽔化⼯事があることを知らなかった

11.耐⽔化⼯事の効果がわからなかったから

10.再び浸⽔したら結局同じ結果になると
思ったから

9.⾏政が⾏っている治⽔⼯事が完了すれば、
再び浸⽔することは無いと思ったから

合計（パターンⅢとⅣの実数）

近藤・⾺場・藤井（2023）

パターンⅠ：主観リスクがリスク低減
⾏動につながった理想的なパターン
パターンⅡ：主観リスクが⾼くないに
もかかわらず、リスク低減⾏動を⾏っ
た不思議な集団

パターンⅢ:主観リスクはパターン1と
同一であるが、リスク低減行動にはつ
ながっていない「災害リスク認知のパ
ラドックス」
パターンⅣ: 再被災するとあまり感じて
いないこと、住み続けることに対する
不安感も低いこと、治⽔対策効果に期
待を寄せている結果として、リスク低
減⾏動を⾏っていない



住宅耐水化（嵩上げ、高基礎）＠真備
被災者の認識（理解、無意識）と建築学⽣による特定との「ズレ」
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7.9%

686

92.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地盤の嵩上げをした 地盤の嵩上げをしていない
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2.8%

724

97.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾼基礎・⾼床構造にした ⾼基礎・⾼床構造にしていない

109

6.1%

1691

93.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地盤の嵩上げをした 地盤の嵩上げをしていない

145

8.1%

1655

91.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾼基礎にした ⾼基礎にはしていない

住⺠による申告（S.A） 専⾨家による判断（S.A）

• 「⾼基礎にした」と住⺠は認識していないが⼯務店は実施済み？それとも
• 「⾼基礎である」と判定した住宅は2018年⽔害前からの旧住宅なのか？ 15



新平屋×浸⽔深＠真備
注：質問紙調査の配布世帯（N=1800）の特定であって、町内の全数調査ではない

• 浸⽔深が⼤きいエリアで新平屋の場合→早期避難 ／ご近所の2階建住宅への避難！
• 浸⽔深が⼩さいエリアで新平屋の場合→それほど問題ではない 16



嵩上げ×浸⽔深＠真備
• 注：「嵩上げ」がされている住宅を特定→2018年⽔害前からのモノも含む
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⾼基礎×浸⽔深＠真備
• 注：「⾼基礎」がされている住宅を特定→2018年⽔害前からのモノも含む
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耐⽔化（現地調査）×浸⽔位の関係（GIS空間分析）
単純な⽐例関係にはない
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41.5%

64.1%

58.5%

35.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保険に未加⼊
（N=53)

保険に加⼊
（N=117)

耐⽔化⼯事をした
耐⽔化⼯事をしなかった

図‐7  2019年の保険の加⼊×2019年
の耐⽔化⼯事の実施
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情報収集あ…

耐⽔化⼯事をした
耐⽔化⼯事をしなかった

図‐8  主体的な情報収集×2019年
の耐⽔化⼯事の実施

43.7%

62.3%

56.3%

37.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣住⺠からの
情報収集なし

（ N=71)

近隣住⺠からの
情報収集あり

（N=114)

耐⽔化⼯事をした 耐⽔化⼯事をしなかった

図‐9  近隣住⺠からの情報収集×2019年の耐⽔化⼯事の実施

耐⽔化に影響を与える要因＠武雄
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住宅耐⽔化の⽬視調査結果（⾼基礎、嵩上げ）＠武雄

成本・近藤・⾺場（2023）
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住宅耐⽔化の空間的特徴と地域特性との関係＠武雄

成本・近藤・⾺場（2023）



真備と武雄の住宅耐⽔化の違い
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Banba and Kondo (2023
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今後の研究課題
• 倉敷市（真備町）と武雄市（北⽅町と朝⽇町）の⽐較分析

と要因の考察：①⼀般化、②耐⽔化の規定因と構造

• リスク情報、主観リスク、リスク低減⾏動の全体的な関係
のモデル化 を⾏い、 リスク低減⾏動を促すリスクコミュ
ニケーションのかたちを 追究 してには、研究者が被災地
の⾏政や住⺠らと 双⽅向の⽔害リスクコミュニケーション
を実践し、それが住宅減災復興に如何に寄与するかを検証
するアクションリサーチ が有効だと考えている。
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